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子どもたちが毎日元気に登校し、楽しい学校生活を送ることは、とても大切なことです。

そこで、本校では小山市の「いじめゼロ子どもサミット」に合わせていじめ防止強調週間を設定し、子どもたちと「い

じめ」について考える機会としています。

５月２７日（火）に「小山市いじめゼロ子どもサミット」が開催され、本校からは、６年生の○○○○さんが代表として

参加しました。参加した後、給食の時間に、全校児童に以下の内容の報告をしてくれました。

このようなすばらしい考えを大切にしながら、いじめのない笑顔あふれる学校づくりを進めてまいります。
以下に各クラスで考えた「いじめゼロ宣言」を一部紹介します。

今年度、第１回学校運営協議会を開催いたしました。児童の安心、安全、そして

子どもたちのよりよい成長のために、熟議いただきました。常に、子どもたちの

ことを考えて話し合っていただけることに感謝の気持ちでいっぱいです。

「地域とともにある学校づくり」を目指して、地域の代表者やPTA役員の方、学

識経験者等が参加する「学校運営協議会」が年４回開催されます。

これからも、学校と保護者、そして地域の方々がともに知恵を出し合い、協働しな

がら、子どもたちの豊かな成長を支えていきたいと考えています。

あ 明るく心豊かな子ども

じ 丈夫な体をもつ子ども

さ さらに伸びようとする子ども

い 一生懸命がんばる子ども

第１回学校運営協議会 ５／２２

テーマ 『だれもが自分らしく安心して生活できる学校を目指して ～いじりについて考えてみよう～』

多くの人が「冗談のつもりだった」「みんなで笑いたかった」と言って、いじってし
まうことがあるけれど、受け取る側が嫌だと感じれば、それはいじめにつながってし
まう。たとえ悪気がなくても、相手が傷つついたら「いじり」ではなく、「いじめ」にな
ることを、改めて意識しなくてはいけない。

みんなが安心できる学校にするためには、
①一人一人の思いやりが大切
②困っている人へ声をかける勇気が大切
③普段からお互いのことをよく知る努力や、相手の気持ちを考えることも必要

「いじり」や「いじめ」を見つけた時には、見て見ぬふりをせず、「やめようよ」と声をかける人が増えるようにしていき
たい。そして、一人一人が自分のことも友達のことも大切にできる、思いやりのある間々田小学校をめざしていきたい。

○されていやなことは ともだちにしないように します（１年３組）
○やさしい声かけをして 友だちを えがおにします（２年１組）
○悲しい顔をしている人がいたら 勇気を出して 声をかけます（３年３組）
○相手の気もちをよく考えて 相手が笑顔になる行動をします（４年２組）
○いじめゼロ！！ 笑顔１００パーセント！！ みんなが仲良くできるクラスにします（５年３組）
○だれもが安心して輝ける環境と 自他の個性を尊重し 分かち合えるクラスにします（６年２組）
○みんなに ふわふわ言葉を言って 協力します（なかよし３組）



２年生が「ミュージアムパーク茨城県自然博物館」に
遠足に行ってきました。午前中は、館内をグループに分か
れて見学し、広場でお昼を食べ、午後は『動物の巣（トラ
ンポリン』や『りすの目タワー』などを楽しみました。
遠足では、子どもたちがお互いを思いやったり、協力し

合ったりする姿をたくさん見ることができました。２年生の
子どもたちの成長が感じられました。

神奈川県鎌倉市から横浜方面への修学旅行を実施い
たしました。
１日目（６月５日）は、鶴岡八幡宮をスタート地点とし

て、グループごとの自由活動を行いました。
事前に計画した内容に沿って、買い物をしたり、途中で

昼食を食べたりと、思い思いの活動を楽しんでいました。
２日目（６月６日）は、八景島シーパラダイスでの班別

行動でした。海の生き物を見学したり、アトラクションを楽
しんだりと、時間の許す限り楽しみながら活動ができました。
２日間とも天候に恵まれ、また、友達同士よく声をかけ合

いながら協力して行動し、子どもたちの笑顔がたくさん見ら
れました。思い出に残る修学旅行になったことと思います。

２年生遠足 ５／２９

６年生修学旅行 ６／５～６／６

「体力向上エキスパートティーチャー派遣事業」は、児
童の「走る」「跳ぶ」「投げる」といった基礎的運動能力お
課題に応じた体力向上の取組や、運動が苦手な児童に対
する指導の充実を図ることを目的に、栃木県教育委員会
が県内の専門的な知識を有する講師を派遣する事業で
す。
この日は、エイ

ジェックの方々に
「投げる」ことを
中心に５年生に
指導していただ
きました。遠くに
投げるコツや狙
ったところに投げ
るコツなどを分
かりやすく教えて
いただきました。

３年生から音楽の時間にリコーダーを演奏するようにな
ります。リコーダーに親しみ基本を学ぶために、講師の先
生が来校し、リコーダー
の持ち方や音の出し方
を教えていただきまし
た。
子どもたちは、リコー

ダーのきれいな音色に
耳を傾け、自分もきれい
な音色で演奏したいと
いう意欲が高まったよう
でした。

小中あいさつ運動を行いました。あいさつは、人と人とを
つなぐ大切なものです。２６日（月）には、中学生と「じゃが
まちゅうくん」も一緒に
校門に立ってあいさつ
をしました。「いつでも
自分から」あいさつが
できるように、学校でも
意識して取り組んでい
るところです。 PTA
成人委員の皆様、早朝
よりご協力ありがとうご
ざいました。

３年生リコーダー講習会 ５／２３

小中あいさつ運動 ５／２６～３０

５年生体力向上エキスパートティーチャー派遣事業 ５／１６

〈校庭への自動車乗り入れ禁止について〉
本校では、校庭への自動車乗り入れにつきまして禁止と

させていただいています。理由は、主に以下の２点です。

①グラウンドの排水対策として、暗渠排水を設置している。
暗渠排水とは、地中に埋設したパイプや溝を通して雨水を排水する
方法。暗渠排水を設置することで、地中に浸透した雨水を効率的に
排水し、グラウンドの含水率を下げることが可。

②自動車の乗り入れにより、グラウンド表面に凹凸ができてしまう。
轍（わだち）や窪みがあると、雨水が溜まりやすくなってしまう。

ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

ホームページでも、学校生活の
様子を随時更新しています。また、
各種たよりや情報も見られるよう
になっています。
右のQRコードからご覧になれ

ます。


